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かつて生糸商人たちが往来した絹の道（説明は8ページ）�

歴史を訪ねる散策路�
　歴史と伝統を誇る八王子。まちの姿は日び変わって
いきますが、今も残る史跡や文化財が往時の面影を
私たちに伝えてくれます。�
　そこで今号は、皆さんに八王子の歴史を再発見して
いただこうと、数多くある見どころの中から歴史の舞台
を訪ねて歩く八つの散策路を紹介します。中世の古刹
や城跡、千人同心、20世紀の八王子などのテーマに沿
って、小さな旅を楽しんでみませんか。問い合わせは広
聴広報室（広報担当☎620・7228、FAX626・3858）へ。�

もくじ（主な内容）�
:1～9…特集：歴史を訪ねる
散策路　:10…年始のごみ・
資源物・し尿「収集日」の確
認をなど　:11…けんこうなど�

歴史を訪ねる散策路�
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　山田駅から一駅目の京王片倉
駅で下車し、国道16号を南へ。し
ばらく歩くと右側に公園の入り口
があります。片倉城は、室町時代
初期に長井氏が築いたとされて
いますが、詳細は不明。山の上
が二の丸、本丸跡です。城跡内
には、城の鎮守として勧請された
住吉神社もあり、現在は片倉地
区の鎮守として敬われています。�

一 浄泉寺�
　北条氏照の家臣で、こ
の周辺に館を構えていたと
いわれる近藤出羽守が開
基。戦国時代には、浄泉寺
城とも称されていました。
現在も本堂の前に土塁（敵
を防ぐための土手）が残り、
城の面影を伝えます。�

　
中
世
の
八
王
子
に
は
、さ
ま

ざ
ま
な
武
士
が
台
頭
し
ま
し

た
。
平
安
時
代
末
期
に
頭
角

を
現
し
、
横
山
荘（
市
の
南
部

と
町
田
市
の
一
部
）を
領
有
し

て
い
た
横
山
党
。
片
倉
城
に
居

住
し
た
と
さ
れ
る
長
井
氏
。
戦

国
時
代
の
北
条
氏
な
ど
は
、そ

の
一
例
で
す
。
湯
殿
川
や
山
田

川
の
流
域
に
は
、こ
う
し
た
中

世
武
士
の
面
影
が
残
る
古
刹

が
点
在
し
ま
す
。こ
こ
で
は
、武

将
の
館（
や
か
た
）の
た
た
ず
ま

い
を
感
じ
さ
せ
る
浄
泉
寺
と
、

長
井
氏（
一
説
に
は
大
江
氏
）が

創
建
し
た
広
園
寺
を
結
ぶ
コ
ー

ス
を
紹
介
し
ま
す
。
�

二 御霊神社�
　浄泉寺の参道を下り、左に曲って奥へ
進むと御霊神社が見えてきます。ここには、
平安時代の勇将として名をはせた鎌倉
権五郎景正が祭られています。館町とい
う地名は、景正や近藤出羽守の館があっ
たといわれることに由来しているようです。�
三 龍見寺の大日堂�
　横山党が前九年の役（1062）に従軍し
た際に、羽州・湯殿山から大日如来像を
拝領し、ここ大日堂に安置しました。その
ため、龍見寺の北を流れる川を湯殿川と
呼ぶようになったといいます。�
四 広園寺�
　鎌倉幕府の重臣、大江広元を祖に持
つ長井氏（一説には大江氏）が康応元
年（1389）に創建。戦国時代に北条氏の
ひ護を受け、100余の末寺を擁するなど、
大寺として栄えました。天正18年（1590）
に豊臣秀吉軍の兵火で焼失しましたが、
徳川の時代に再興。現在の姿は、江戸
時代後期に整えられたものです。�

足をのばして�
片倉城跡公園へ�

浄泉寺に残る土塁 一�

境
内
一
帯
が
都
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
広
園
寺
 

四
�

スギ木立が続く御霊神社の参道 ニ�

龍見寺の大日堂 三�

浄泉寺～広園寺�

浄泉寺への行き方：
高尾駅南口発館ヶ丘
団地行きバスなどで「上
館」下車、または高尾
駅南口発館事務所行
きバスなどで「明神橋」
下車（平日のみ）�

▲カタクリの名所でもある片倉城跡公園�

※
各
コ
ー
ス
の
道
順
は
歩
き
や
す
さ
や
、目
印
の

見
つ
け
や
す
さ
な
ど
を
基
準
に
設
定
し
ま
し
た
。
�
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特集：歴史を訪ねる散策路�特集：歴史を訪ねる散策路�

　平安時代から室町時代までの500年間、
川口地域を治めていた川口氏。応永年間
（1394～1428）の11代・兵庫助の時代に最
も繁栄したといわれています。この辺りには
川口氏とかかわりのある文化財が多く残り、
当時の栄華をうかがい知ることができます。�
　また、明治時代には自由民権運動が高まる
中、負債に苦しむ農民が川口村の豪農・塩野
倉之助のもとに結集。川口困民党を結成し
ました。ここでは、中世と明治時代の歴史が
ともに息づく川口地域を訪ねます。�

かつて川口氏の館があった場所は、民家や畑になって 五�

幻境の碑 一�円福寺に伝わる大般若経 ニ�

安養寺に立つ困民党首領の碑 六� 法蓮寺本尊の阿弥陀如来像 四�

幻境の碑～困民党首領の碑�

一
幻
境
の
碑
�

　
上
川
町
東
部
会
館
の
敷
地

内
に
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。碑
に

は
自
由
民
権
運
動
に
参
加
し
て

い
た
詩
人
・
北
村
透
谷
と
、当
地

の
自
由
民
権
家
・
秋
山
國
三
郎

の
親
交
の
地
で
あ
る
と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。親
交
を
重
ね
た
後
、

北
村
は
紀
行
文
「
三
日
幻
境
」

を
発
表
。川
口
を
幻
境
の
地
、希

望
の
故
郷
と
絶
賛
し
ま
し
た
。�

二
円
福
寺
�

　
寺
に
は
、川
口
兵
庫
助
が
平

穏
へ
の
願
い
を
込
め
て
奉
納
し

た「
大
般
若
経
」が
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、南
北
朝
時
代
に

作
成
さ
れ
た
大
般
若
経
を
写

経
し
た
も
の
。
現
存
す
る
の
は

75
巻
の
み
で
、川
口
氏
の
存
在
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資

料
で
す
。な
お
、複
製
の一
部
は
、

郷
土
資
料
館
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。�

三
長
楽
寺
�

　
小
高
い
山
の
中
腹
に
建
つ
長

楽
寺
。こ
こ
に
は
、川
口
兵
庫
助

が
応
永
年
間（
1
3
9
4
〜
1
�

4
2
8
）に
寄
進
し
た
と
い
わ
れ

る
薬
師
如
来
像
が
あ
り
ま
す
。�

四
法
　
寺
�

　
秋
川
街
道
か
ら
長
く
続
く
参

道
を
登
り
法
蓮
寺
へ
。本
尊
の

阿
弥
陀
如
来
像
か
ら
は
、河（
川
）

口
は
や
と
が
願
主
に
な
っ
て
仏

像
を
修
復
し
た
こ
と
を
記
す
銘

が
発
見
さ
れ
る
な
ど
、寺
は
歴

代
川
口
氏
の
信
仰
を
集
め
て
い

た
よ
う
で
す
。�

五
川
口
兵
庫
助
館
跡
�

　
川
口
小
学
校
バ
ス
停
南
側
の

坂
を
登
る
と
、調
井
台（
と
と
の

い
だ
い
）と
呼
ば
れ
る
台
地
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
民
家
や

畑
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
こ
は

か
つ
て
、川
口
氏
の
館
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

六
困
民
党
首
領
の
碑
�

　
安
養
寺
の
境
内
に
は
、困
民

党
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
首
領
の

塩
野
倉
之
助
と
多
く
の
農
民

の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
碑
が
立
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、中
野
山
王

二
丁
目
の
子
安
神
社
に
も
、困

民
党
の
碑
が
残
り
、困
民
党
事

件
の
経
緯
を
、今
に
伝
え
て
い

ま
す
。�

幻境の碑への行き
方：京王八王子駅
発上川霊園行きバス
などで「森下」下車�
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一
三
の
丸
�

　
散
策
道
を
登
る
と
左
に
小
宮
曲
輪
、

右
に
三
の
丸
が
見
え
ま
す
。こ
こ
で
は
、三

の
丸
を
囲
む
空
堀
と
土
塁
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。当
時
、武
田
信
玄
の
軍
勢

は
、こ
こ
三
の
丸
ま
で
達
し
ま
し
た
。結
局
、

信
玄
が
兵
を
引
き
、氏
照
は
難
を
逃
れ

ま
し
た
が
、こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
八
王

子
城
の
築
城
を
決
意
し
た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。�

二
中
の
丸
�

　
中
の
丸
か
ら
は
、多
摩
川
を
見
下
ろ
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。武
田
信
玄
は
向
こ
う

岸
の
拝
島
に
本
陣
を
置
き
、川
を
渡
り
攻

め
入
り
ま
し
た
。か
つ
て
は
、こ
こ
か
ら
も

武
田
軍
の
動
き
が
見
え
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。�

三
本
丸
�

　
中
の
丸
か
ら
曳
橋
を
渡
り
、虎
口
を
抜

け
る
と
本
丸
。当
時
の
井
戸
が
残
り
、最

後
の
と
り
で
と
し
て
、こ
の
曲
輪
だ
け
で
ろ

う
城
で
き
る
つ
く
り
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。�

四
少
林
寺
�

　
氏
照
が
元
亀
2
年（
1
5
7
1
）に
創

建
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。寺
に
は
、氏

照
が
使
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
馬
具
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
六 松木曲輪�
　ここで守備隊の中山家範
が前田軍と交戦したといいま
す。その時の勇猛ぶりが徳川
家康の耳に入り、後に家範の
子孫は、徳川家に重用されま
した。�
七 八王子神社�
　八王子城築城の際、氏照
は八王子権現を守護神とし、
これが八王子の名の由来とい
われています。現在の社殿は、
江戸時代末期に建てられたも
の。神社の左手にある小さな
社には、本丸を守備していた
横地吉信が祭られています。� 本丸に残る井戸の遺構 三�

中の丸から多摩川を望んで ニ�

散策道から見える三の丸南側の空堀と土塁 一�

　
北
条
氏
照
が
豊
臣
秀
吉
に
対
抗
す
る
た
め
に
、

戦
国
時
代
末
期
に
築
城
し
た
の
が
八
王
子
城
。
こ

こ
は
、深
沢
山（
城
山
）を
山
ご
と
活
用
し
た
壮
大

な
山
城
で
す
。こ
の
城
は
、ろ
う
城
の
た
め
の
要
害

地
区
、氏
照
や
家
臣
の
生
活
の
場
と
な
る
居
館
地

区
、城
下
町
に
あ
た
る
根
小
屋
地
区
な
ど
に
分
け

ら
れ
、そ
の
規
模
は
、南
北
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、東
西

1
・
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ん
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、秀
吉
の
小
田
原
攻
め
の
軍
勢
、

前
田
利
家
・
上
杉
景
勝
軍
に
よ
り
、一
日
で
落
城
。こ

れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、北
条
氏
は
滅
亡
し
、関
ヶ

原
の
戦
い
を
経
て
徳
川
の
世
に
移
っ
て
い
き
ま
す
。
�

　
八
王
子
城
跡
は
現
在
、都
立
高
尾
陣
場
自
然
公

園
の
一
角
を
成
し
、緑
に
囲
ま
れ
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
御
主
殿
に
続
く
古

道
や
曳
橋
な
ど
が
再
現
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、散
策
道

に
は
石
垣
や
曲
輪
の
遺
構
も
残
り
、戦
国
の
世
に

思
い
を
は
せ
る
に
は
格
好
の
コ
ー
ス
で
す
。
�

曳橋と御主殿をつなぐ石畳の階段 三�

松木曲輪 六� 御主殿に残る土塁 四�

八王子神社 七� 金子曲輪 五�

滝山城跡～少林寺�

　中世、八王子には多くの城が築かれました。片倉城、
八王子城などはその代表格です。こうした城はみな、
壮大な天守閣などを持つ江戸時代の城とは対照的な
山城。地形を利用した戦闘に適した姿が特徴です。�
　現在、桜の名所として親しまれる滝山城跡も中世
に築かれた城の一つ。大永元年（1521）に武蔵国の
守護代・大石定重が築いたといわれています。その後、
関東一円を支配した小田原北条氏の当主・氏康の
次男である氏照が入城し、城を拡張。山城としては関
東屈指の城郭を誇りました。実際、永禄12年（1569）
に武田信玄の攻撃を受けましたが、持ちこたえてい
ます。�
　滝山城には現在も、空堀や土塁などの遺構が残り、
往時の姿がしのばれます。城郭の遺構見学は、草など
が枯れる晩秋から初春までがお勧めです。�

中の丸と本丸をつなぐ曳橋 ニ  三�

特集：歴史を訪ねる散策路�特集：歴史を訪ねる散策路�

宗
関
寺
〜
八
王
子
城
跡
�

三 虎口�
　古道から曳橋（2月29日まで
改修工事のため通行止め）を
渡り御主殿へ。橋から門（冠木
門）へと続く虎口は、2か所で直
角に折れ曲がる構造になって
います。ここにある石垣や階段
の石畳は、できる限り400年前
のものをそのまま利用し、当時の
組み方に忠実な方法で復元し
ています。�
四 御主殿（ごしゅでん）�
　御主殿は、氏照が執務を行っ
たと考えられる建物跡や庭園の
遺構が発見された場所です。こ
こから氏照の生活ぶりがうかが
える遺物も発見されました。その
中には、ベネチア産のレースガラ
スなども含まれています。�
五 金子曲輪�
　石垣の跡を見て、しばらく進
むと尾根をひな壇状に造成した
曲輪が左手に続きます。下から
見上げると簡単に攻め上ること
はできなかったことがわかります。�

一 宗関寺�
 平安時代に開かれたという伝承を
持つ寺を氏照が再興。氏照を始め
多くの家臣が参禅したといいます。�
二 北条氏照と家臣の墓�
 元禄2年（1689）、氏照百回忌を
機に建てられた墓碑が竹林のわき
にひっそりとたたずんでいます。�

滝山城跡への行き方：京
王八王子駅発戸吹行きバス
などで「滝山城址下」下車�

宗関寺への行き方：高尾
駅北口発宝生寺団地行き
バスなどで「霊園前」下車�

遺構の用語�
★空堀（からぼり）：水をはっていない堀�
★土塁（どるい）：敵を防ぐために築いた土手�
★曲輪（くるわ）：土塁や堀で仕切られた区域。中の丸や本�
 丸と呼ばれるものも曲輪�
★虎口（こぐち）：城の最も要所にあたる出入口�
★曳橋（ひきはし）：敵襲時に橋板を取り外せるようにした橋�
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三 長田作左衛門墓�
　極楽寺に八王子宿の開設
に尽力したと伝えられている
長田作左衛門の墓がありま
す。作左衛門は架空の人物
であったという説もあり、その
業績には、謎が多いようです。�
四 時の鐘�
　甲州街道を渡り念仏院へ。
ここに、八王子宿の人びとに
時を知らせた鐘が残ります。
千人同心などの寄附で造ら
れたこの鐘は、1日12回、2時
間おきに鐘の音を響かせま
した。�
五 大久保長安陣屋跡�
　産千代（うぶちよ）稲荷神
社の境内に碑が立っていま
す。これは、八王子宿を整備
した大久保長安の陣屋跡を
示すもの。「天下の総代官」
という異名を持つ長安の屋
敷は、小門町全域と上野町
の一部にまでおよんだといわ
れています。�

　
上
の
絵
図
は
、武
蔵
国
の
地
誌
「
新
編
武
蔵
国
風
土
記

稿
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）に
描
か
れ
て
い
る
「
八
王
子

宿
全
景
」
の
一
部
で
す
。
八
王
子
城
の
落
城
後
に
、徳
川
家

康
が
城
下
か
ら
横
山
・
八
日
市
・
八
幡
の
三
宿
を
甲
州
街

道
沿
い
に
移
し
た
こ
と
が
八
王
子
宿
の
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
半
ば
に
は
十
五
宿
に
発
展
し
、参
勤

交
代
を
す
る
大
名
や
商
人
、富
士
山
を
参
け
い
す
る
旅

人
な
ど
が
立
ち
寄
り
、に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。
�

　
現
在
、市
街
地
は
大
き
く
姿
を
変
え
て
い
ま
す
が
、ま

ち
の
中
に
宿
場
町
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま

す
。こ
こ
で
は
、竹
の
鼻
の
一
里
塚
跡
か
ら
、大
久
保
長
安

の
陣
屋
跡
ま
で
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
�

一 竹の鼻の一里塚跡�
　旅人のために距離の目安
として置かれた塚。当時、わ
きに大きなエノキがあり、木
陰が格好の憩いの場になっ
ていたようです。�
　一里塚跡から市守神社へ
向かうと、道を左右に2回曲
がります。これは、防御のた
めにかぎ形をしていた昔の
街道の名残。宿場の入り口
であったことがうかがえます。�
二 市守神社�
　ここ市守神社は八王子宿
の市場の平穏と、商売繁盛
をもたらす神として祭られま
した。毎年11月に開かれる
「酉（とり）の市」は多くの人
でにぎわいます。�

竹
の
鼻
の
一
里
塚
跡
〜
大
久
保
長
安
陣
屋
跡
�

公園の中に立つ一里塚跡の碑 一�

市守神社 ニ�

極楽寺にある長田作左衛門の墓 三�

念仏院の「時の鐘」 四�

大久保長安陣屋跡 五�

竹の鼻の一
里塚跡への
行き方：京
王八王子駅
から徒歩�
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　西八王子駅北側に広がる千人
町。町名の由来は「八王子千人
同心」の屋敷があったためといわ
れます。千人同心は、江戸時代
の初めに甲州街道の警備を目的
として組織された十組千人の武
士団です。武士の身分でありな
がら、普段は農耕に従事していた
半士半農の生活を送っていました。�
　また、日光の勤番や蝦夷地（北

海道）の開拓にも従事。それが
縁となり本市は苫小牧市･日光
市と姉妹都市の盟約を結んでい
ます。さらに、地域の史実を著し
た「新編武蔵国風土記稿」の編
さんなどにも携わり、文化面でも
大きな功績を残しました。�
　ここでは、八王子に大きな足跡
を残した千人同心ゆかりの地を
巡ります。�

興岳寺境内に立つ石坂義礼の顕彰碑 四�

馬場横丁の碑 ニ�
　甲州街道沿いのコースを歩いたら、ぜひ郷土
資料館にもお立ち寄りください。古代から現代ま
での八王子の歴史を展示で紹介しているほか、
閲覧コーナーで、調べ物もできます。�
開館時間　午前9時～午後5時（入館は4時30
分まで）�

休館日　月曜日、祝・休日の翌日（祝・休日が金・土・
日・月曜日の場合は翌火曜日）、年末年始など�
入館料　無料�
問い合わせ　郷土資料館（☎622・8939、FAX6�
27・5919）へ�

真覚寺～信松院�

千人同心の信仰が厚かった真覚寺 一�

追分町に立つ千人同心の屋敷跡の碑 三�

門前に立つ松姫像 五�

一
真
覚
寺
�

　
江
戸
時
代
か
ら
カ
エ
ル
合
戦
で
親
し

ま
れ
て
き
た
真
覚
寺
。観
音
堂
の
左
手

に
は
明
治
時
代
に
、千
人
町
の
名
を
残

す
こ
と
に
尽
力
し
た
二
宮
光
鄰
の
碑

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、千
人
同
心
が
施

主
と
な
っ
た
ぼ
ん
鐘
も
あ
り
、同
心
た

ち
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。�

二
馬
場
横
丁
�

　
西
八
王
子
駅
東
交
差
点
に
は「
馬

場
横
丁
」の
碑
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
は
、

宗
格
院
の
北
側
に
あ
っ
た
千
人
同
心
の

馬
場
に
続
く
道
で
し
た
。�

三

千
人
同
心
屋
敷
跡
碑
�

　
陣
馬
街
道
の
入
り
口
に
、千
人
同

心
の
屋
敷
跡
を
示
す
碑
が
立
っ
て
い
ま

す
。千
人
同
心
に
つ
い
て
解
説
し
た
案

内
板
も
あ
り
ま
す
。�

四
興
岳
寺
�

　
興
岳
寺
に
着
く
と
、本
堂
の
左
に
あ

る
顕
彰
碑
が
目
に
入
り
ま
す
。こ
れ
は
、

千
人
頭
・
石
坂
義
礼
の
功
績
を
た
た
え

た
も
の
で
す
。戊
辰
戦
争
の
と
き
、日

光
勤
番
の
責
任
者
だ
っ
た
義
礼
は
、無

血
で
官
軍
に
日
光
を
引
き
渡
し
た
責
任
を
取
り

自
害
。こ
の
寺
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。義
礼
の
決

断
が
な
け
れ
ば
、東
照
宮
の
壮
麗
な
姿
も
今
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

五
信
松
院
�

　
武
田
氏
滅
亡
後
、こ
の
地
に
逃
れ
た
信
玄
の
娘
・

松
姫
が
開
基
。武
田
遺
臣
で
あ
る
千
人
同
心
の

よ
り
所
と
な
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。�

真覚寺への行き
方：西八王子駅
南口発高尾駅南
口行きバスなど
で「散田五丁目」
下車�

郷土資料館にもお立ち寄りを�

広報はちおうじ　2008.1.17
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「八王子道」道標 五� 諏訪神社 四�商人の屋敷が移築された永泉寺 六�小泉家屋敷の母屋 七�

道
了
堂
跡
〜
小
泉
家
屋
敷
�

　
か
つ
て
「
桑
の
都
」
と
呼
ば
れ
た
八
王
子

は
、江
戸
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
養
蚕
や
製
糸
、

絹
織
物
で
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
幕

末
か
ら
明
治
時
代
の
初
め
ま
で
、生
糸
は
輸

出
品
の
花
形
で
、八
王
子
産
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、山
梨
や
長
野
な
ど
か
ら
も
、こ
の
地

を
通
っ
て
横
浜
港
へ
と
運
ば
れ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
道
が
い
わ
ゆ
る
「
絹
の
道
」
で
す
。

そ
し
て
、こ
の
道
を
使
っ
た
生
糸
貿
易
に
活

躍
し
、富
を
成
し
た
の
が
「
鑓
水
商
人
」
で

し
た
。こ
こ
で
は
、今
も
な
お
当
時
の
面
影

を
残
す
街
道
の
一
部
や
、鑓
水
商
人
の
屋
敷

跡
な
ど
を
訪
ね
ま
す
。
�

絹の道の歴史にふれることができる絹の道資料館 三�

大塚山公園に残る道了堂跡 一�

四

諏
訪
神
社
�

　
寛
永
11
年（
1
6
3
4
）の
創

建
で
、明
治
10
年（
1
8
7
7
）

に
諏
訪
・
子（
ね
）の
権
現
・
八
幡

の
三
社
が
合
社
さ
れ
た
も
の
。

境
内
に
残
る
鑓
水
商
人
が
寄

進
し
た
石
灯
ろ
う
に
は
、当
時

の
豪
商
た
ち
の
名
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。�

五
「
八
王
子
道
」道
標
�

　
慶
応
元
年（
1
8
6
5
）に

往
来
の
辻
に
建
て
ら
れ
た
道
し

る
べ
。碑
面
の
三
方
に「
此
方
　

八
王
子
道
」「
此
方
　
は
ら
町

田
　
神
奈
川
　
ふ
じ
さ
わ
」「
此

方
　
は
し
本
　
津
久
井
　
大
山
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。旅
人
た

ち
も
こ
の
道
標
で
、今
一
度
道
を

確
認
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。�

六

永
泉
寺
�

　
本
堂
は
、八
木
下
要
右
衛
門

の
母
屋
を
移
築
し
た
も
の
。境

内
に
は
芭
蕉
堂
や
芭
蕉
の
句
碑

も
あ
り
、鑓
水
地
域
で
は
俳
句

な
ど
の
文
化
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。�

七

小
泉
家
屋
敷
�

　
多
摩
丘
陵
の
典
型
的
な
養

蚕
農
家
の
た
た
ず
ま
い
を
見
せ

る
屋
敷
。母
屋
は
明
治
11
年（
1
�

8
7
8
）に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

敷
地
内
に
は
土
蔵
や
納
屋
、堆

肥
小
屋
な
ど
が
あ
り
ま
す
。な

お
、現
在
も
住
居
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
た
め
、見
学
は
敷

地
外
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。�

���������一

道
了
堂
跡
�

　
大
塚
山
公
園
の
頂
上
に
石

灯
ろ
う
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、明
治
7
年（
1
8
7
4
）

に
鑓
水
商
人
が
浅
草
か
ら
移

し
た
道
了
堂
の
跡
。横
浜
へ
向

か
う
商
人
は
、こ
こ
で
道
中
の

安
全
や
商
売
の
成
功
を
祈
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。�

二

絹
の
道（
表
紙
写
真
）�

　
か
つ
て「
神
奈
川
往
還
」や「
浜

街
道
」の
名
で
呼
ば
れ
て
い
た

絹
の
道
。道
了
道
跡
か
ら
続
く

未
舗
装
の
道
で
は
、当
時
の
風

景
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
道
を
、生
糸
を
背
負
っ
た

商
人
た
ち
や
荷
馬
が
通
っ
て
い

ま
し
た
。�

三

絹
の
道
資
料
館
�

　
絹
の
道
の
歴
史
な
ど
を
紹

介
す
る
資
料
館
。
明
治
初
期

に
活
躍
し
た
生
糸
商
人
・
八
木

下
要
右
衛
門
の
屋
敷
跡
に
、同

家
の
母
屋
を
模
し
て
建
て
ま

し
た
。再
現
さ
れ
た
石
垣
が
、

八
木
下
要
右
衛
門
の
繁
栄
ぶ

り
を
今
に
伝
え
ま
す
。�

道了堂跡への行き方：北野駅
北口発八王子みなみ野駅行き
バスなどで「坂上」下車、また
は八王子駅南口発西武北野台
行きバスなどで「北野台三丁目」
下車（土・日曜日、祝・休日のみ）�
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一 高尾駅の銃弾跡と駅舎�
　1番線ホーム東側のこ線橋から相
模湖駅側に向かって、2本目と4本目
の鉄柱には、銃弾の跡が残ってい
ます。これは、昭和20年の米軍機に
よる機銃掃射により受けたものです。�
　また、駅舎は、大正天皇の大葬の
際に、新宿御苑内に設置された仮
停車場を移築したものです。�
二 旧浅川町役場�
　昭和34年（1959）に浅川町が市
に合併するまで役場として使用。合
併後は、市の支所として使われて
いました。現在は、高尾交通安全協
会などの事務所になっています。�
三 昭和の散歩道�
　「昭和の日」の制定を記念し、整
備を進めている「昭和の散歩道」は、
高尾駅から武蔵陵墓地周辺を散策
する遊歩道です。旧甲州街道沿い
には、今でも水路や黒塀などが残り、
往時をしのばせます。�

四 武蔵陵墓地（大正・昭和天皇陵）�
　多摩陵（大正天皇陵）が造営さ
れるまで、天皇陵はすべて近畿地
方に置かれていました。造営が決
まったときは、大変なニュースになっ
たようです。�
五 陵南公園�
　陵南公園は東京オリンピックの
自転車競技会場の跡地に建設さ
れたもの。事務所前には、優勝者
名が刻まれた石碑が立っています。�
六 御陵線の橋脚�
　住宅地に入ると、現れる巨大な壁。
これは昭和6年（1931）に多摩陵の
参拝者のために開通した御陵線の
橋脚です。御陵線は太平洋戦争
の激化で営業を停止しました。�
七 イチョウ並木�
　これは多摩陵造営時に植えられ
たもの。当初は2メートル程度でした
が、今では15メートルを超え、流れた
歳月の長さを物語っています。�

　20世紀は、さまざまな出来事が起きた激動の時代でした。本市は、
大正6年（1917）に東京府下初の市制を施行。多摩陵の造成を機に、
甲州街道の拡張や電車・バスの交通網が整備されるなど、都下随一
のまちに発展していきます。�
　しかし、太平洋戦争で昭和20年（1945）に空襲を受け、市街地は焼
け野原に…。戦後、人びとは復興に立ち上がり、再建への道を躍進し
ます。昭和30年（1955）には横山・元八王子・恩方・川口・加住・由井
の6村を合併。その後、浅川町・由木村を加えて現在のまちの姿を形
作っていきました。ここでは、まちが大きく姿を変えた大正・昭和時代
の八王子の面影を訪ねます。�

特集：歴史を訪ねる散策路�特集：歴史を訪ねる散策路�

高尾駅～イチョウ並木�

高尾駅前から追分に続くイチョウ並木 七�

高尾駅に残る銃弾跡 一�

旧浅川町役場 ニ�

御陵線の橋脚 六�

　
市
は
、文
化
財
を
紹
介
し
た
冊
子「
歴

史
と
浪
漫
の
散
歩
道
」
を
販
売
し
て
い

ま
す
。今
回
、紹
介
で
き
な
か
っ
た
史
跡

な
ど
も
掲
載
。こ
の
冊
子
は
市
役
所
5

階
市
政
資
料
室
、郷
土
資
料
館
で
販
売

（
千
2
0
0
円
）し
て
い
ま
す
。問
い
合

わ
せ
は
文
化
財
課（
☎
6
2
0
・
7
2
6
�

5
、F
A
X
6
2
6
・
8
5
5
4
）へ
。�



　
現
在
、市
内
で
は
児
童
・
生
徒
数
が
減
っ
て
い
る
地
域
と
、宅
地

開
発
な
ど
に
よ
り
増
え
て
い
る
地
域
が
あ
り
、各
小
・
中
学
校
の
規

模
に
違
い
が
生
じ
て
い
ま
す
。「
市
立
学
校
適
正
配
置
等
審
議
会
」

で
は
、昨
年
1
月
か
ら
、市
立
小
・
中
学
校
の
望
ま
し
い
規
模
や
配

置
な
ど
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
を
審
議
。こ
の
ほ
ど
中

間
報
告
を
ま
と
め
ま
し
た
。そ
こ
で
、こ
の
報
告
に
対
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。�

　
中
間
報
告
と
意
見
書
は
、市
役
所
8
階
学
事
課
、5
階
市
政
資

料
室
、各
事
務
所
、市
内
4
つ
の
図
書
館
と
北
野
分
室
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
布
し
ま
す
。意
見
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、2
月
1

日（
必
着
）ま
で
に
直
接
、郵
送
、フ
ァッ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
八

王
子
市
役
所
学
事
課（
〒
192‐
8
5
0
1
、☎
6
2
0
・
7
3
2
6
、

F
A
X
6
2
7
・
8
8
1
1
、E
メ
ー
ルb301000@

city.hachi�
oji.tokyo.jp

）へ
。�

　
年
始
の
ご
み
や
資
源
物
、し
尿
の
収
集
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年
始
に
は
、ご
み
や
資
源
物
が
大
量
に
発
生
し
ま
す
。な
る
べ

く
一
度
に
出
さ
ず
、数
回
に
分
け
て
出
す
な
ど
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
、ご
み
減
量
対
策
課（
☎
6
2
0
・

7
2
5
6
、F
A
X
6
2
6
・
4
5
0
6
）へ
。�

■
可
燃
ご
み
�

▼
月
・
木
地
区
…
1
月
4
日
（金）
か
ら
　
▼
火
・
金
地
区
…
5

日
（土）
か
ら
�

※
両
地
区
と
も
、通
常
と
異
な
る
曜
日
か
ら
収
集
を
開
始

し
ま
す
の
で
、お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
を
。�

■
不
燃
ご
み
・
有
害
ご
み
、び
ん
・
缶
�

4
日
（金）
か
ら
の
収
集
該
当
曜
日
か
ら
�

■
新
聞
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
�

▼
ダ
ン
ボ
ー
ル
…
9
日
（水）
か
ら
　
▼
新
聞
…
16
日
（水）
か
ら
�

■
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、雑
誌
・
雑
紙
、紙
パ
ッ
ク
�

地
域
で
異
な
り
ま
す
の
で
、お
住
ま
い
の
地
区
の
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
を
�

■
粗
大
ご
み
な
ど
の
持
ち
込
み
�

4
日
（金）
午
前
8
時
30
分
か
ら
�

▼
燃
や
す
粗
大
ご
み
な
ど
…
戸
吹
清
掃
工
場（
☎
6
9
2
・
5
�

3
8
9
）、ま
た
は
館
清
掃
工
場（
☎
6
6
5
・
2
5
7
0
）へ

▼
燃
や
さ
な
い
粗
大
ご
み
な
ど
…
戸
吹
不
燃
物
処
理
セ
ン

タ
ー（
☎
6
9
2
・
3
2
2
1
。事
業
系
不
燃
ご
み
は
不
可
）へ
�

※
5
日
（土）
も
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。ま
た
市
内
の
多
摩

ニュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、多
摩
清
掃
工
場（
多

摩
市
）へ
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。事
前
に
電
話
で
南

大
沢
清
掃
事
業
所（
☎
6
7
4
・
0
5
5
1
）へ
お
申
し
込

み
を
。手
数
料
は
10
キ
ロ
㌘
あ
た
り
1
5
0
円
。10
キ
ロ
㌘

単
位
で
計
算
し
、重
さ
に
端
数
が
あ
る
場
合
、5
キ
ロ
㌘
未

満
は
切
り
捨
て（
総
重
量
が
15
キ
ロ
㌘
未
満
は
一
律
1
5
0

円
）、5
キ
ロ
㌘
以
上
の
端
数
は
切
り
上
げ
ま
す
。な
お
、持

ち
込
む
と
き
は
指
定
収
集
袋
を
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

■
し
尿
収
集
�

4
日
（金）
か
ら
�

講演会「こんなオレでも
生きててよかった」�
　自らの非行・更生の経験をいかして、
青少年の問題の解決に取り組む、カウ
ンセラーの伊藤幸弘さんによる講演会を
開催します。�
対象　市内在住・在勤・在学の方�
日時　1月25日（金）午後6時30分～8
時30分�
会場　クリエイトホール5階ホール�
定員・費用　170名（抽選）・無料�
申し込み　往復ハガキ（1人1枚4名まで）
に｢講演会｣と住所・氏名・年齢・電話
番号、返信面のあて名を書いて1月
10日（必着）までに八王子市子ども家
庭支援センター（〒192‐0082東町5‐
6☎656・8225、FAX656・8226）へ�
�
　子育てに関する講座なども開催�

　地域子ども家庭支援センターでは、子
育てに関する講座や催しなどを行って
います。日程など詳しくは、各センターま
でお問い合わせください。�

地域子ども家庭支援センター一覧�
:館（☎661・0072、FAX661・0089）�
:石川（☎648・0040、FAX648・
0028）　:みなみ野（☎635・4152、
FAX635・4153）　:南大沢（☎67�
8・3100、FAX678・3102）　:元八
王子（☎624・8300、FAX624・8302）�

講演会「こんなオレでも
生きててよかった」�

　昨年12月に「地域サービスのあり方検討委員会」
から、提言書が提出されました。この中で、市民が
必要とする日常的な行政サービスを、より身近な
場所で提供することが望ましいとして、市の基本
構想・基本計画「ゆめおりプラン」に基づく、6つ
の地域への（仮称）地域総合事務所の設置など
が提言されました。市はこの提言を踏まえ、皆さん
のご意見を伺いながら、地域サービスのあり方の
方針の策定につなげていきます。�
　この提言書は、市役所4階政策審議室、5階市
政資料室、各事務所、市内4つの図書館と北野分
室、市のホームページでご覧になれます。問い合わ
せは政策審議室（☎620・7200、FAX627・5939）へ。�
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募
集
�

�■
保
健
指
導
員
（
嘱
託
員
）
�

対
象
＝
保
健
師
の
免
許
を
お
持
ち
の
方

期
間
＝
4
月
1
日
か
ら
1
年
間（
週
30

時
間
）　
募
集
人
員
＝
1
名（
選
考
）　

報
酬
＝
月
約
29
万
円
　
選
考
日
＝
1

月
31
日
（木）
　
申
し
込
み
＝
履
歴
書
と「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
改
善
の
た
め
の

保
健
指
導
」に
つ
い
て
の
作
文（
8
0
0

字
以
内
）を
持
っ
て
、1
月
4
〜
18
日
に

直
接
、市
役
所
1
階
健
康
福
祉
部
付
医

療
制
度
改
革
担
当（
☎
6
2
0・7
4
2
8
）�

■
図
書
館
の
嘱
託
員
�

対
象
＝
司
書
の
資
格（
取
得
見
込
み
）を

お
持
ち
の
方
　
期
間
＝
4
月
1
日
か
ら

1
年
間（
週
30
時
間
、土
・
日
曜
日
、祝
・

休
日
、夜
間
勤
務
あ
り
）　
募
集
人
員
＝

若
干
名（
選
考
）　
報
酬
＝
月
約
19
万

円
　
申
し
込
み
＝
履
歴
書
と「
図
書
館

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
」に
つ
い
て
の
作
文（
4
�

0
0
字
程
度
）を
持
っ
て
、1
月
18
・
19

日
の
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
に
直
接
、

中
央
図
書
館（
☎
6
6
4
・
4
3
2
1
）

※
提
出
時
に
面
接
を
行
い
ま
す
。�

■
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
嘱
託
員
�

対
象
＝
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
、社
会

教
育
に
関
す
る
講
座
の
企
画
・
運
営
に

興
味
が
あ
る
方
　
内
容
＝
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
管
理
、講
座
の
企
画
、学
習
相

談
な
ど
　
期
間
＝
4
月
1
日
か
ら
1

年
間（
週
30
時
間
、ま
た
は
夜
間
勤
務

で
22
・
5
時
間
）　
募
集
人
員
＝
若
干

名（
選
考
）　
報
酬
＝
月
約
19
万
円（
夜

間
勤
務
は
月
約
16
万
円
）　
選
考
日
＝

1
月
15
日
（火）
　
申
し
込
み
＝
履
歴
書

と「
市
民
が
期
待
す
る
生
涯
学
習
」に
つ

い
て
の
作
文（
4
0
0
字
程
度
）を
持
っ

て
、1
月
4
〜
12
日
に
直
接
、ま
た
は
郵

送
で
八
王
子
市
学
習
支
援
課（
ク
リ
エ

イ
ト
ホ
ー
ル
7
階
。〒
192
‐
0
0
8
2
東

町
5
‐
6
☎
6
4
8
・
2
2
3
2
）�

�

講
座
・
教
室
�

�■
講
座
「
健
康
の
ひ
け
つ
は
足
に
あ
り
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方（
介

護
保
険
認
定
者
を
除
く
）　
日
時
＝
1

月
30
日
（水）
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
　

会
場
＝
南
大
沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

定
員
＝
30
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無

料
　
申
し
込
み
＝
1
月
4
日
か
ら
電
話

で
南
大
沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
6
7
�

9
・
2
2
0
5
）�

■
ア
ク
テ
ィ
ブ
市
民
塾
�

内
容
＝
朗
読
サ
ー
ビ
ス
や
録
音
図
書
の

貸
し
出
し
を
行
う
団
体
の
活
動
紹
介
と

朗
読
体
験
　
日
時
＝
1
月
19
日
（土）
午

前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分
　
会
場
＝
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　
定
員
＝
30
名

（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み

＝
1
月
4
日
か
ら
電
話
で
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
6
4
6
・
1
5
7
7
）�

ル
�

イ�フ�報�
情
� ァ�

市からの�
お知らせ�

け�ん�こ�う�

日
時
　
1
月
10
日
（木）
午
後
3
〜
4
時
�

会
場
　
市
民
会
館
�

　ド
ラ
イ
バ
ー
教
室
�

��������●
乳
・
幼
児
健
診
�

　
3
〜
4
か
月
・
1
歳
6
か
月
・
3
歳

児
健
診
に
つ
い
て
、該
当
す
る
お
子
さ

ん
の
保
護
者
に
健
診
通
知
を
郵
送
し

ま
し
た
。通
知
に
指
定
さ
れ
た
会
場

で
健
診
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。な
お
、

該
当
す
る
方
で
通
知
の
届
か
な
い
場

合
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
6
2
5
・
9
�

1
2
8
）へ
ご
連
絡
を
。�

対
象
＝
▼
3
〜
4
か
月
児
健
診
…
平

成
19
年
9
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
　

▼
1
歳
6
か
月
児
健
診
…
平
成
18
年

6
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
　
▼
3
歳

児
健
診
…
平
成
16
年
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
　
※
3
歳
児
健
診
未
受

診
の
方
は
、4
歳
前
ま
で
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
、問
い
合
わ
せ
を
。�

●
あ
か
ち
ゃ
ん
訪
問
（
生
後
4
か
月

　
ま
で
の
乳
児
訪
問
）
�

　
市
は
、皆
さ
ん
に
安
心
し
て
育
児

を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、赤
ち
ゃ
ん（
生

後
4
か
月
ま
で
の
乳
児
）が
い
る
ご
家

庭
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。市
の
保
健

師
や
訪
問
指
導
員
が
発
育
や
授
乳

方
法
に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け
す
る

ほ
か
、地
域
の
子
育
て
情
報
な
ど
も

お
知
ら
せ
し
ま
す
。お
母
さ
ん（
産
婦
）

自
身
の
体
調
や
、心
配
に
思
う
こ
と

な
ど
も
気
軽
に
ご
相
談
を
。�

　
な
お
訪
問
は
、母
子
手
帳
と
一
緒
に

お
渡
し
す
る「
出
生
連
絡
カ
ー
ド
」を

も
と
に
行
い
ま
す
。赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
た
ら
、カ
ー
ド
を
郵
送
で
保
健
セ
ン

タ
ー（
☎
6
2
5
・
9
1
2
8
）へ
、お

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
可
）。ま
た
、妊
娠
中
の
方

に
は
、希
望
に
よ
り
妊
婦
訪
問
も
行
っ

て
い
ま
す
。�

●
結
核
（
B
C
G
）
予
防
接
種
�

　
対
象
と
な
る
平
成
19
年
10
月
生
ま

れ
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
に
は
、今
月

上
旬
ま
で
に
予
診
票
と
日
程
表
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、会
場
で
接
種
を
し
て

く
だ
さ
い
。予
診
票
な
ど
が
届
か
な
い

場
合
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
6
2
5
・

9
1
2
8
）へ
ご
連
絡
を
。�

●
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
禁

　
煙
相
談
�

対
象
＝
市
内
在
住
の
方
　
日
時
＝
1

月
16
日
（水）
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー（
平
岡
町
）　

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
1
月

4
日
か
ら
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

6
2
5
・
9
1
2
8
）�

●
歯
の
健
康
相
談
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方

内
容
＝
歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
予
防
な

ど（
健
診
や
治
療
は
行
い
ま
せ
ん
）　

日
時
＝
1
月
8
日
（火）
午
前
9
〜
11

時
　
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー（
平
岡
町
）

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
1
月

4
日
か
ら
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

6
2
5
・
9
1
2
8
）�

●
禁
煙
学
習
会
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
40
〜
64
歳
の
喫

煙
者
と
そ
の
家
族
　
日
時
＝
1
月
22

日
（火）
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝

保
健
セ
ン
タ
ー（
平
岡
町
）　
定
員
＝

15
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　

申
し
込
み
＝
1
月
4
日
か
ら
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
6
2
5・9
1
2
8
）�

●
レ
デ
ィ
ス
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
40
〜
64
歳
の
女

性
　
内
容
・
期
日
＝
骨
を
丈
夫
に
す

る
…
1
月
10
日
（木）
、乳
・
子
宮
が
ん
…

17
日
（木）
、こ
こ
ろ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
…
24

日
（木）
　
時
間
＝
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
　
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー（
平

岡
町
）　
定
員
＝
各
20
名（
先
着
順
）

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
1
月

4
日
か
ら
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

6
2
5
・
9
1
2
8
）�

●
健
康
教
室
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

　
ド
ロ
ー
ム
撃
退
術
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
40
〜
64
歳
の
方

（
医
師
な
ど
か
ら
の
運
動
制
限
の
あ

る
方
を
除
く
）　
内
容
＝
医
師
・
栄

養
士
の
講
話
と
運
動
の
指
導
　
日
時

＝
1
月
31
日
、2
月
1
日
の
午
後
1

時
30
分
〜
4
時（
全
2
回
）　
会
場

＝
浅
川
市
民
セ
ン
タ
ー
　
定
員
＝
30

名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申

し
込
み
＝
1
月
4
日
か
ら
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー（
☎
6
2
5
・
9
1
2
8
）�
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▼ 休 日 救 急 診 療 の 内 科・外 科・小 児 科 �

3日（午前9時～午後5時）� 2日（午前9時～午後5時）� 1日（午前9時～午後5時）�

救急診療�

新
町�

市
守
神
社�

北大通り（20号バイパス）�

八王子駅�

横山町�
甲州街道�

◯�交�
追
分
町�

新
町�

←�

←
�

桑
並
木
通
り�

市
守
神
社�

医療・健康心配ごと電話相談�
●毎日の午後8時～10時30分�
　夜間救急診療所　☎622‐9910�
●偶数日（全夜間と休日）�
　八王子医療センター　　☎665‐5611�
●奇数日（全夜間と休日）�
　東海大学八王子病院　☎639‐1111

休日歯科応急診療�
●午前9時～午後4時�
　保健センター2階　平岡町18‐3　☎625‐9128

休日産婦人科当番医�
●午前9時～午後5時�
　米山産婦人科病院�
　新町2‐12�
　☎642‐5225

小児休日・全夜間救急医療�
●偶数日…八王子医療センター　☎665‐5611�

館町1163�
●奇数日…東海大学八王子病院　☎639‐1111�

石川町1838

救急病院の案内（一日中）�
●救急テレフォンサービス　☎042‐521‐2323�
●八王子消防署　☎625‐0119�
●東京都保健医療情報センター　☎03‐5272‐0303

救急相談センター（一日中）�
　救急車を呼ぶべきか迷ったらご相談を。医療
機関の案内や応急手当の助言などを行います。�
●携帯電話・PHS・プッシュ回線の電話からは…#7119�
●ダイヤル回線の電話からは…☎042‐521‐2323

夜間救急診療�
●内科・小児科　毎日の午後8～11時�
　夜間救急診療所（保健センター1階）　☎625‐9910�
　平岡町18‐3

▼休日救急診療の眼科�

13日（午前9時～午後5時）�

　
�

講
座
・
教
室
�

�■
伝
統
芸
能
体
験
講
座
�

▼
日
本
の
人
形
芝
居
と
八
王
子
車
人
形
�

日
時
＝
1
月
11
・
18
日
の
午
後
2
時
〜

3
時
30
分（
全
2
回
）　
会
場
＝
東
京

ガ
ス
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ（
本
町
）　
定
員
＝

50
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
6
0
0
円
�

▼
氷
川
神
社
の
獅
子
舞
�

日
時
＝
1
月
12
日
（土）
午
後
6
〜
7
時

会
場
＝
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
　
定
員
＝
60

名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
�

申
し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
　
問

い
合
わ
せ
＝
学
園
都
市
文
化
課（
☎
6
�

2
0
・
7
4
0
9
）へ
�

■
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
講
座
�

①
は
じ
め
て
の
和
紙
ち
ぎ
り
絵
�

日
時
＝
2
月
13
日
（水）
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
　
費
用
＝
千
2
0
0
円
�

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト・メ
ー
ル
入
門
�

対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
パ
ソ

コ
ン
で
文
字
入
力
が
で
き
る
方
　
日

時
＝
2
月
4
・
7
・
11
・
14
・
18
・
21
日

の
午
後
2
〜
4
時（
全
6
回
）　
費

用
＝
2
千
9
8
5
円
　
�

③
ケ
ー
ナ
を
ふ
い
て
み
よ
う
�

日
時
＝
2
月
7
・
14
・
28
日
、3
月
6
・

13
・
27
日
の
午
後
2
〜
4
時（
全
6
回
）

費
用
＝
8
千
2
0
0
円
�

会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
①
第
2
学
習

室
、②
第
7
学
習
室
、③
ス
タ
ジ
オ
　
定

員
＝
①
20
名
、②
10
名
、③
15
名（
い
ず

れ
も
抽
選
）　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
講
座
名
と
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を

書
い
て
、1
月
15
日（
必
着
）ま
で
に
八
王

子
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
〒
192‐
0
0
8
�

2
東
町
5
‐
6
☎
6
4
8
・
2
2
3
2
）�

■
講
座
「
エ
ク
セ
ル
入
門
」
�

対
象
＝
ワ
ー
ド
で
文
字
入
力
が
で
き
る

方
　
日
時
＝
2
月
19
・
26
日
、3
月
4
・

11
・
18
・
25
日
の
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

30
分（
全
6
回
）　
会
場
＝
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
南
大
沢
分
館
　
定
員
＝
10
名

（
抽
選
）　
費
用
＝
2
千
円
　
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
エ
ク
セ
ル
」と
住
所
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
、返
信
面

の
あ
て
名
を
書
い
て
、1
月
16
日（
必
着
）

ま
で
に
八
王
子
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

南
大
沢
分
館（
〒
192
‐
0
3
6
4
南
大
沢

2
‐
27
☎
6
7
9
・
2
2
0
8
）�

■
講
座
「
は
じ
め
て
歌
う
、な
つ
か
し

　
の
ジ
ャ
ズ
・
ポ
ッ
プ
ス
」
�

日
時
＝
2
月
13
・
20
・
27
日
、3
月
12
・

19
・
26
日
の
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30

分（
全
6
回
）　
会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー

ル
ス
タ
ジ
オ
　
定
員
＝
20
名（
抽
選
）　

費
用
＝
千
2
0
0
円
　
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に「
ジ
ャ
ズ
」と
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を

書
い
て
、1
月
25
日（
必
着
）ま
で
に
八

王
子
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
川
口
分
館

（
〒
193
‐
0
8
0
1
川
口
町
3
8
3
8
☎
�

カー用品店�

岡田内科ペインクリニック�
宇津木町764‐9�
メディカルフラット宇津木1階�
☎696‐6441 内�

外�

滝山街道�

国
道
16
号
�

1616号�バイパス�

ファミリー�
レストラン�

左入橋�

左入町�

左入�

GSGS

〒�
左入局左入局�左入局�

16号�バイパス�

GS

のま小児科�
みなみ野3‐1‐8
☎632‐7327

児�

◯�文�片
倉
高
校
�

片倉高校前�

〒
八
王
子
王
子
�

八
王
子
み
な
み
野
�

地
域
子
ど
も
家
庭
支
援
�

セ
ン
タ
ー
み
な
み
野
�

◯�文�

東
京
工
科
大
�

国
道
国
道
1616
号
�

国
道
16
号
�

〒
八
王
子
南
局
�

菊地外科医院�
東浅川町528‐1
☎661‐7161

◯�文�

◯�文�
甲州街道� 西八

王子
→�

陵南中陵南中�陵南中�

万葉け
やき通

り�

狭間→�

東浅川小東浅川小�東浅川小�

福祉福祉セン�
ター入口入口�
福祉セン�
ター入口�

東
浅
川
�

町
田
街
道
�

↑
�

東
浅
川
保
健

東
浅
川
保
健
�

福
祉
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

東
浅
川
保
健
�

福
祉
セ
ン
タ
ー
�

市
立
陵
南
中
�

外�

道
路
試
験
所

道
路
試
験
所
�

道
路
試
験
所
�

東中野診療所�
東中野526‐1
☎674‐1660

天野�

野猿
街道
�

東中野�

古本屋古本屋�古本屋�

由木東小�

↓�

↓
�

野
猿
峠
�

多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
�

◯�文�

内�

児�

外�

モ
ノ
レ
ー
ル�

モ
ノ
レ
ー
ル�

東中野診療所�
東中野526‐1
☎674‐1660

天野�

野猿
街道
�

東中野�

古本屋古本屋�古本屋�

由木東小�

↓�

↓
�

野
猿
峠
�

多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
�

◯�文�

内�

児�

外�

モ
ノ
レ
ー
ル�

モ
ノ
レ
ー
ル�

◯�文�

◯�文� ◯�文�

台町五差路�

南大通り�

大竹学園大竹学園�

都立八王子�
拓真・ニ商�

甲州街道�

↑�

御
所
水
通
り�

西
八
ハ
イ
ツ�

大城小児科�
台町3‐27‐17
☎625‐0114

児�

八
王
子
盲
学
校�

大竹学園�

スーパー�

追分町→�甲州街道�

西八王子�

西八王子駅東西八王子駅東�西八王子駅東�

銀行�

酒井内科医院�
千人町2‐7‐8
☎661‐2539

内�

八王子→�

スーパー�

川口医院�
川口町1597‐2
☎654‐2321

榎木�

新川口�

内�

児�

外�

↑
上
川
町�

秋
川
街
道�

八王子�

豊泉胃腸科外科病院�
旭町12‐12
☎645‐9111

甲州街道�

保健所�

豊田→�

↑
�

桑
並
木
通
り
�

長
小
路
通
り
�

内�

外�

東
放
射
線
アイ
ロー
ド
�

渡辺医院�
長房町373‐2
☎663‐3263

横山橋�

甲州街道� 追分町→�

南浅川�

青果店青果店�青果店�
銀行�

長房団地�

横
山
橋�

内�

児� 高月整形外科病院�
高月町360
☎692‐1115
あ
き
る
野
市�

丹
木
町
三�

秋川�

高月集会所前�

高月浄水所�

滝山街道�

浄
水
場
前�

↑ �

外�

GSGS補修センター�

中野�

秋川街道�

黒澤眼科医院�
中野上町2‐25‐13☎626‐9630

原町←�

◯�交�

市川内科クリニック�
南町3‐5シュゼル八王子1階�
☎620‐2272

内�

国
道
16
号�

�

追
分
町�

甲州街道�

富士見通り�

西
放
射
線ユーロード�

←�

南町�

八日町�

南町�

西
放
射
線ユーロード�コ

ン
ビ
ニ�

エ
ン
ス
ス
ト
ア�
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▼ 休 日 救 急 診 療 の 内 科・外 科・小 児 科 �

14日（午前9時～午後5時）� 13日（午前9時～午後5時）� 6日（午前9時～午後5時）�

6
5
4
・
8
4
5
0
）�

■
心
を
い
や
す
メ
イ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
講
習
会
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

内
容
＝
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
化

粧
方
法
の
習
得
・
実
習
な
ど
　
日
時
＝

2
月
6
日
〜
3
月
26
日
の
毎
週
水
曜
日

の
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分（
全
8
回
）

会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
7
学
習
室

な
ど
　
定
員
＝
20
名（
抽
選
）　
費
用
＝

2
千
1
0
0
円
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ

ガ
キ
、フ
ァッ
ク
ス
、ま
た
は
E
メ
ー
ル
に「
メ

イ
ク
」と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、

往
復
ハ
ガ
キ
は
返
信
面
の
あ
て
名
も
書
い

て
、1
月
14
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
〒
192‐
0
0
8
�

2
東
町
5
‐
6
☎
6
4
8
・
2
2
3
0
、

F
A
X
6
4
4
・
3
9
1
0
、E
メ
ー
ル

b050900@
city.hachioji.tokyo.jp

）　

※
1
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
15
名（
抽

選
）お
預
か
り
し
ま
す
。「
保
育
」と
お
子

さ
ん
の
名
前
・
年
齢
の
お
書
き
添
え
を
。�

■
税
金
教
室
「
税
の
し
く
み
と
税
制
改
正
」
�

期
日
・
会
場
＝
①
1
月
12
日
（土）
…
加
住

市
民
セ
ン
タ
ー
、②
20
日
（日）
…
北
野
市
民

セ
ン
タ
ー
　
時
間
＝
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
　
定
員
＝
①
51
名
、②
99
名（
と
も

に
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込

み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
　
問
い
合
わ
せ

＝
税
制
課（
☎
6
2
0
・
7
3
9
6
）へ
�

■
歌
声
教
室
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
、ま
た

は
障
害
の
あ
る
方
　
日
時
＝
1
月
10
日
、

2
月
14
日
、3
月
13
日
の
午
後
2
時
〜

3
時
30
分
　
会
場
＝
南
大
沢
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー（
☎
6
7
9
・
2
2
0
5
）

定
員
＝
各
60
名（
先
着
順
）　
費
用
＝

1
0
0
円
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直
接

会
場
へ
�

■
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
こ
ど

　
も
将
棋
・
囲
碁
教
室
�

▼
将
棋
教
室
�

内
容
・
期
日
＝
初
級
…
1
月
5
日
、

2
月
2
日
、3
月
1
日
、中
級
…
1

月
19
日
、2
月
16
日
、3
月
15
日
　

時
間
＝
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　

会
場
＝
南
大
沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
6
7
9
・
2
2
0
5
）　
定
員
＝

各
35
名（
先
着
順
）　
�

▼
囲
碁
教
室
�

日
時
＝
1
〜
3
月
の
毎
月
第
1
・
3

土
曜
日
の
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

30
分
　
会
場
＝
東
浅
川
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー（
☎
6
6
7
・
1
3
3
1
）

定
員
＝
各
20
名（
先
着
順
）�

対
象
＝
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
　
費

用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直
接

会
場
へ
　
�

�

催
し
�

�■
都
市
景
観
セ
ミ
ナ
ー
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
　

内
容
＝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
、建
物
の
色
な

ど
を
変
化
さ
せ
た
画
像
を
見
て
、印
象

の
違
い
な
ど
を
考
え
る
　
日
時
＝
2
月

2
日
（土）
午
後
2
〜
4
時
　
会
場
＝
ク
リ

エ
イ
ト
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
　
定
員
＝
40

名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し

込
み
＝
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話

番
号
・
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
お
持
ち
の
方
）

を
書
い
て
、郵
送
、フ
ァッ
ク
ス
、電
話
、ま

た
は
E
メ
ー
ル
で
八
王
子
市
役
所
都
市

計
画
室（
〒
192
‐
8
5
0
1
☎
6
2
0
・

7
2
5
8
、F
A
X
6
2
7
・
5
9
1
5
、

E
メ
ー
ルb125000@

city.hachioji. 
tokyo.jp

）�

■
市
民
映
画
館
�

作
品
＝
ク
レ
ー
ジ
ー
作
戦「
先
手
必
勝
」

日
時
＝
1
月
19
日
（土）
午
前
10
時
〜
11

時
40
分
、午
後
2
時
〜
3
時
40
分
　
会

場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
　

定
員
＝
各
72
名（
先
着
順
）　
費
用
＝

無
料
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場

へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
6
4
8
・
2
2
3
2
）�

■
聴
覚
障
害
者
の
集
い
�

日
時
・
会
場
＝
1
月
12
日
、2
月
9
日
、

3
月
8
日
の
午
後
6
時
30
分
〜
9
時

…
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
6
2
�

4
・
5
8
5
0
）、1
月
19
日
、2
月
16
日
、

3
月
15
日
の
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
…
南
大
沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎

6
7
9
・
2
2
0
5
）　
申
し
込
み
＝

不
要
、直
接
会
場
へ
�

　
�

ス
ポ
ー
ツ
�

�■
1
月
の
市
民
体
育
館
の
一
般
利
用
時

　
間
変
更
�

▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
和
弓
…
27
日
（日）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
　
▼
卓
球
…

28
日
（月）
午
後
7
時
〜
9
時
30
分
　
▼
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
…
28
日
（月）
午
後
3
時
〜

9
時
30
分
　
�

■
1
月
の
市
民
体
育
館
の
会
場
変
更
�

　
28
日
（月）
の
ネ
オ
テ
ニ
ス・
ミ
ニ
テ
ニ
ス
の

会
場
は
市
民
体
育
館
分
館
競
技
場
で
す
。�

��

中村医院�
めじろ台1‐18‐4
☎661‐5191

めじろ台会館�

めじろ台駅�

めじろ台�

スーパー�

◯�交�

内�

児�

山田→�

にしな整形外科�
横川町550‐25
☎627‐7121

〒横川局�

横川�

スーパー�

横川町�

←
四
谷
町
�

陣馬街道�

外�

◯�文�

帝京大学�

野猿
街道
�

帝京大学�
帝京大学東�

聖蹟聖蹟�
桜ヶ丘�
聖蹟�
桜ヶ丘�タイヤ販売店販売店�

→�

ささき医院�
大塚494‐1
☎676‐6655

児�

タイヤ販売店�

内�長澤クリニック�
東町8‐2豊泉2号ビル2階�
☎645‐7781

↑�

甲州街道�

八王子�

八
王
子
王
子�

ス
ク
エ
ア
ビ
ル�

桑
並
木
通
り�

西放射線ユーロード�

←西八王子�

八
王
子�

ス
ク
エ
ア
ビ
ル�

西放射線ユーロード�

西田橋医院�
川口町3306‐5
☎654‐5743

影沢�

秋川街道�

川口川�

→
�

〒�
下川口局�

川
口
町
西
部
会
館�

川
口
橋�

内�

児�

外�

D原町�

水谷医院�
松が谷16
☎676‐0038

→�野猿街道�

↓�
多摩センター駅�

松が谷小谷小�

めぐみ第一第一�めぐみ第一�

大
塚
橋
�

松
が
谷
�

由
木
東
事
務
所
�

◯�交�

◯�文�

◯�保�

聖
蹟
桜
ヶ
丘�

内�

児�

松が谷小�

日野市→�

甲州街道�

大和田�
坂下�

大
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー�

電
気
店

電
気
店�

電
気
店�

16
号
バ
イ
パ
ス�

大山整形外科診療所�
大和田町3‐8‐7
☎645‐5553

外�

西八王子�

長浜内科医院�
台町4‐44‐10西八平沼ビル2階�
☎667‐8651

台町五差路�南多摩病院�

八
王
子
→�

ス
ー
パ
ー�◯�交�◯�交�

内�

←�

←京王片倉�

北野街道�

梅洞寺�

瀬戸整形外科医院�
打越町1364
☎635‐5710

16
号
バ
イ
パ
ス�

国
道
16
号�

北野�

内�

外�

高
尾
町�

←�甲州街
道�

長房団地入口�

長房小�長房小長房小�
富士森高校富士森高校�

長房�
児童館�都営�

長房団地�

北団地診療所�
長房町719‐71
☎664‐1005

◯�交� ◯�文�

◯�文�

内�

児�

富士森高校�
長房小�

◯�文�

由木東�
事務所�

大栗川�

野猿街道� →�

鹿島小�
松が谷�

聖
蹟
桜
ヶ
丘�

愛
宕
団
地�

堰
場
橋

堰
場
橋�

堰
場
橋�

歩
道
橋�

斎藤医院�
鹿島945‐89
☎676‐1963

内�

児�

モ
ノ
レ
ー
ル�

甲州街道�

◯�文�

石川入口�

大和田橋�
←�

大
和
田
小�

大和田小学校東�

自
動
車
販
売
店�

石
川
入
口�

伊藤内科消化器医院�
大和田町4‐15‐14
☎642‐6734 内�
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スポーツ教室一覧表�
番号�
�
①�
�
�
②�
�
�
③�
�
�
④�

教室名�
ストレッチア
ンドリラクゼ
ーション�
�
ヨガ�
�

シルバー
体操��

仲間づくり
と体操�

対　象�
市内在住・在
勤・在学で18
歳以上の方�
市内在住・在
勤・在学で18
歳以上の方�
市内在住・在
勤・在学で60
歳以上の方�
市内在住・在
勤・在学で18
歳以上の方�

会 場�

市　民
体育館�
�

甲の原
体育館�
�

甲の原
体育館�
�

甲の原
体育館�

定 員�

25名�
（抽選）�

�
20名�
（抽選）�

�
30名�
（抽選）�

�
30名�
（抽選）�

費 用�
�

1,550�
�
�

1,860�
�
�

1,860�
�
�

2,480

日　時�
2月20日～3月19日の毎
週水曜日の午後3時～4
時15分（全5回）�
2月22日～3月28日の毎
週金曜日の午後1時15
分～2時45分（全6回）�
2月21日～3月27日の毎
週木曜日の午前9時30
分～10時45分（全6回）�
2月6日～3月26日の毎週
水曜日の午前10時～11
時30分（全8回）�

円�

　
�

ス
ポ
ー
ツ
�

�■
1
月
の
市
民
体
育
館
の
一
般
利
用

　
中
止
�

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
…
4
日
（金）
　
▼
ネ
オ
テ

ニ
ス
・
ミ
ニ
テ
ニ
ス
…
14
日
（祝）
　
▼
卓
球

…
27
日
（日）
�

■
1
月
の
甲
の
原
体
育
館
の
一
般
利
用

　
中
止
�

▼
エ
ア
ロ・
シ
ェ
イ
プ
ア
ン
ド
ス
ト
レ
ッ
チ
…

4
日
（金）
　
▼
エ
ア
ロ
…
5
日
（土）
�

■
1
月
の
甲
の
原
体
育
館
の
水
泳
ワ

　
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
中
止
�

▼
ア
ク
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
…
4
日
（金）
�

■
甲
の
原
体
育
館
の
室
内
プ
ー
ル
の

　
利
用
中
止
�

　
甲
の
原
体
育
館（
☎
6
2
7
・
3
3
0
�

0
）の
室
内
プ
ー
ル
は
、給
温
水
・
空
調
設

備
な
ど
の
改
修
工
事
の
た
め
、1
月
15
日

か
ら
3
月
31
日
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。�

■
3
月
の
運
動
施
設
の
一
般
利
用
中
止
�

野
球
場
＝
▼
市
民
球
場
…
21
〜
30
日
　

▼
川
町
少
年
…
22
・
23
日
　
▼
椚
田
少

年
…
20
・
22
・
30
日
　
▼
上
柚
木
…
24
〜

28
日
　
▼
大
塚
…
23
日
午
前
8
時
〜
正

午
、30
日
午
前
8
時
〜
午
後
4
時
　
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
＝
▼
上
柚
木
…
23
日
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時
40
分
　
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
＝
▼
富
士
森
…
8
・
9
・
15・
16・

22
・
23
日
の
午
前
8
時
〜
正
午
　
▼
椚

田
…
23
日
　
▼
大
塚
…
9
日
　
サ
ッ
カ
ー

場
＝
▼
滝
ガ
原
…
1
・
9
・
15
・
20
・
23
・
29

日
　
▼
川
町
少
年
…
2
・
9
・
10
日
　
▼
椚

田
少
年
…
2
・
3
・
10
・
16
日
、7
・
14
日
の

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時
40
分
�

■
屋
外
運
動
施
設
の
利
用
開
始
�

　
野
球
場
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
は
、3
月

20
日
（祝）
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。�

■
ス
ポ
ー
ツ
教
室
�

教
室
名
・
日
時
な
ど
＝
左
表
の
と
お
り

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ（
1
人
1
枚

1
教
室
）に
教
室
名
と
住
所
・
氏
名（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
、返
信
面
の

あ
て
名
を
書
い
て
、1
月
9
日（
必
着
）

ま
で
に
①
は
八
王
子
市
民
体
育
館（
〒

193‐0
9
3
1
台
町
2‐3‐7
☎
6
2
5
・

2
3
0
5
）、②
〜
④
は
八
王
子
市
甲
の

原
体
育
館（
〒
192
‐
0
0
1
5
中
野
町

2
7
2
6
‐
8
☎
6
2
7
・
3
3
0
0
）�

■
市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
小

学
生
以
上
の
方（
小
学
生
は
保
護
者
同

伴
で
）　
集
合
＝
2
月
9
日
（土）
午
前
7

時
30
分
に
市
役
所
正
面
玄
関
前（
解
散

は
午
後
5
時
こ
ろ
同
所
で
。小
雨
決
行
）

会
場
＝
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド（
山
梨
県
）

定
員
＝
90
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
3

千
円（
小
学
生
は
2
千
5
0
0
円
）　

持
ち
物
＝
昼
食
な
ど
　
申
し
込
み
＝

1
月
4
〜
31
日
に
費
用
を
持
っ
て
直
接
、

市
役
所
8
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
6
2
�

0
・
7
3
3
5
）�

　
�

そ
の
他
�

�■
3
学
期
も
防
災
行
政
無
線
で
「
守
っ

　
て
あ
げ
た
い
」
を
放
送
�

　
市
は
、下
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、3
学
期
も
松
任

谷
由
実
さ
ん
の「
守
っ
て
あ
げ
た
い
」の
メ

ロ
デ
ィ
を
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
ま

す
。放
送
時
刻
は
、小
学
校
低
学
年
の

お
子
さ
ん
の
下
校
が
始
ま
る
午
後
1
時

30
分
。3
学
期
の
放
送
は
1
月
9
日
か

ら
3
月
19
日
ま
で
で
す（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）。問
い
合
わ
せ
は
教
育
総

務
課（
☎
6
2
0
・
7
3
2
3
）へ
。�

■
リ
ハ
ビ
リ
相
談
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方
　

内
容
＝
理
学
療
法
士
に
よ
る
相
談
と

個
別
指
導
　
日
時
＝
1
月
17
日
（木）
午

前
9
時
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
東
浅

川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
＝
5
名

（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込

み
＝
1
月
8
日
か
ら
電
話
で
東
浅
川
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
6
6
7・1
3
3
1
）�

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
精
神
障
害
の
あ
る

方
と
そ
の
家
族
　
内
容
＝
生
活
・
医
療
・

福
祉
に
関
す
る
相
談
　
日
時
＝
1
月

18
日
、2
月
12
日
、3
月
21
日
の
午
前

10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

南
大
沢
分
室
　
定
員
＝
各
6
名（
先
着

順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
1

月
4
日
か
ら
電
話
で
障
害
者
福
祉
課（
☎

6
2
0
・
7
3
6
6
）�

■
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
建
築
に

　
関
す
る
無
料
相
談
会
�

日
時
＝
1
月
8
日
（火）
午
前
9
時
〜
正

午
　
会
場
＝
市
役
所
2
階
市
民
ロ
ビ
ー

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
電
話
で

建
築
指
導
課（
☎
6
2
0
・
7
2
6
4
）

※
耐
震
診
断
を
ご
希
望
の
方
は
、設
計

図
面
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

■
陣
馬
高
原
下
と
和
田
峠
の
間
が
通

　
行
止
め
に
�

　
危
険
な
法
面
の
補
強
工
事
を
行
う

た
め
、陣
馬
街
道
は
1
月
中
旬
か
ら
3

月
中
旬
ま
で
の
午
前
8
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
、陣
馬
高
原
下
と
和
田
峠
の
間

が
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま
す（
日
曜

日
、祝
日
を
除
く
。歩
行
者
は
通
行
可
）。

問
い
合
わ
せ
は
交
通
政
策
室（
☎
6
2
0
・

7
2
5
9
）、ま
た
は
南
多
摩
西
部
建

設
事
務
所（
☎
6
4
3
・
2
6
7
6
）へ
。�

■
都
市
計
画
審
議
会
�

予
定
案
件
＝
都
市
計
画
公
園
の
変
更

な
ど
　
開
催
日
時
＝
1
月
16
日
（水）
午

前
10
時（
受
付
は
9
時
30
分
〜
）　
会

場
＝
市
役
所
議
会
棟
5
階
全
員
協
議

会
室
　
定
員
＝
40
名（
先
着
順
）　
申

し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
　
問
い

合
わ
せ
＝
都
市
計
画
室（
☎
6
2
0
・
7
�

2
5
8
）�

■
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加

　
入
を
�

　
20
歳
を
迎
え
る
方
に
は
、八
王
子
社

会
保
険
事
務
所
か
ら
国
民
年
金
の
ご

案
内（
加
入
届
）が
送
付
さ
れ
ま
す
。市

役
所
、ま
た
は
お
近
く
の
各
事
務
所
で

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。誕
生

日
の
後
に
年
金
手
帳
、そ
の
約
2
週
間

後
に
は
納
付
書
が
八
王
子
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。問
い
合

わ
せ
は
八
王
子
社
会
保
険
事
務
所（
☎

6
2
6
・
3
5
1
1
）、ま
た
は
国
民
健

康
保
険
年
金
課（
☎
6
2
0
・
7
2
3
�

8
）へ
。�

■
市
立
小
・
中
学
校
合
同
作
品
展
「
お

　
お
る
り
展
」
�

日
時
＝
1
月
16
〜
21
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
8
時（
21
日
は
5
時
ま
で
）　
会

場
＝
そ
ご
う
八
王
子
店
8
階
催
会
場

（
旭
町
）　
問
い
合
わ
せ
＝
学
事
課（
☎

6
2
0
・
7
3
3
1
）�

■
1
月
の
市
税
・
国
保
税
の
休
日
納
税

　
相
談
・
納
付
窓
口
�

期
日
・
会
場
＝
1
月
6
・
13
・
20
・
27
日
…

市
税
は
市
役
所
3
階
納
税
課（
☎
6
2
�

0
・
7
2
2
4
）、国
保
税
は
2
階
国
民

健
康
保
険
年
金
課（
☎
6
2
0
・
7
2
3
�

7
）、1
月
27
日（
市
税
の
み
）…
八
王
子

駅
前
事
務
所（
☎
6
4
2
・
3
4
1
1
）

時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時（
受

け
付
け
は
4
時
30
分
ま
で
）　
※
27
日

は
八
王
子
市
長
選
挙
の
た
め
、由
木
事

務
所
で
は
行
い
ま
せ
ん
。�

広報はちおうじ　2008.1.1



ひ ろ ば
官公署・市民団体のお知らせ�

�

　この欄は、官公署や市民の皆さんのコミュニティ活動の催しなどを紹介しています。内容の確認
などは直接、各団体へ。政治・宗教・営利行為に関するものは掲載しません。掲載の申し込みは市
役所5階、クリエイトホール1階、各市民センターなどにある申込用紙に書いて、掲載希望号の35日
前まで（会員募集は掲載希望号の指定はできません）に、八王子市役所5階広聴広報室（広報担
当）（〒192‐8501☎620・7228、FAX626・3858）へ。なお先着順で掲載し、掲載する方のみ連
絡します。【対】＝対象、【内】＝内容、【期】＝期日、【時】＝時間、【日】＝日時、【集】＝集合、【会】
＝会場、【定】＝定員、【費】＝費用（記載なしは無料）、【申】＝申し込み（ハガキの場合は申し込
み内容と、住所・氏名・電話番号などの必要事項の記載を）、【問】＝問い合わせ�

の相談�1月�

15

※印は祝・�
休日を除く�

相談名� 日　時� 会場・問い合わせ� 相談名� 日　時� 会場・問い合わせ�
保健センター☎625・9128�
栄養の予約は電話で�

下記以外の相談先のご案内はこちらへ�
市役所暮らしの安全安心課☎620・7227（※月～金曜日の午前8時30分～午後5時）�

※月～金曜日の�
午前9時～11時30分�

※水・土曜日の�
午前9時～正午、�
10・28日の午後5～8時�

健康・栄養・歯�

クリエイトホール8階�
男女共同参画センター�
☎648・2234予約は電話で�
同センターでは、女性を対�
象とした一般的な相談も�
お受けしています�
（月～土曜日の午前9時～�
午後7時、8日は5時まで）�

市役所生活福祉課�
☎620・7370予約は電話で�

※月～金曜日の午前9時�
～正午、午後1～4時�
※木曜日の午後1～4時�
18日午前9時30分～�
11時30分�

26日午後2～5時�

9日午後4時30分～7時�

女性福祉�

カウンセリ�
ング�

相　談�

保健相談�

弁護士相談�

※月・水・木・金曜日の�
午後1時10分～4時10分、�
火曜日の午後4～7時�
18日午後1時30分～4�
時30分�
（4日を除く）�

法　律�

司法書士法律�

予約は月曜日（祝・休日の
場合は前週の金曜日）の午
前9時30分～、各先着6名�
電話で市役所暮らしの安
全安心課☎620・7227へ�
（18日午後1時30分～4時
30分は南大沢事務所で）�

※月～金曜日の午前�
 8時30分～午後5時�
 15分�

今月はお休みです。�
8日午後1時～3時30分�

15・22日の�
午後1時～3時30分�

9・16・23日の�
午後1時～3時30分�

17日午後1時～3時30分�

相続・遺言等�
暮らしの手続�

市役所暮らしの安全安心課�
☎620・7227

八王子スクエアビル11階�
国際交流コーナー☎642・7091

10・24・31日の�
午後1時20分～4時30分�

年金・雇用保険�
労働条件�

24日午後1～4時�

4～31日の午後1～5時�
外国人生活�

団塊世代等の�
地域参加�

行　政�

税　金�
登　記�

不動産�

※月～金曜日の�
午前9時～午後4時�

予約（行政は不要）は当日
午前9時30分～、各先着5名�
電話で市役所暮らしの安
全安心課☎620・7227へ�

市役所協働推進課（支援
デスク）☎627・0802

10日午後1～3時�

交通事故�

10日午後1～3時�

※月～金曜日の�
午前8時30分～午後5時�

※月～金曜日の�
午前8時30分～午後5時�

※火・木・金曜日の�
午前10時～午後3時�
（4・15日を除く）�

※月～土曜日の�
午前9時～午後5時�

※水曜日の�
午後1時30分～4時30分�

※月～土曜日の�
午前9時～午後4時�

8・22日の�
午後1時30分～3時�

午前9時～午後4時�
（第2月曜日を除く）�

15日午後1時30分～3時�

25日午後1時30分～3時�
（60歳以上の方）�

午前9時～午後7時（日
曜日、祝・休日は5時ま
で。第1火曜日を除く）�

※月～金曜日の午前9時
～正午、午後1～4時�

消費者センター �
☎625・2621消費者�

市役所総務課�
☎620・7201予約は電話で�
市役所子育て支援課�
☎620・7362予約は電話で�
クリエイトホール1階�
子ども家庭支援センター�
☎656・8225

人　権�

母子家庭�

教育センター�
☎664・3665（子ども専用）�

保健所�
☎645・5111

大和田市民センター�
☎645・5995�
面談の予約は電話で�

地域子ども家庭支援センター�
館（たて）☎661・0072�
石川☎648・0040�
みなみ野☎635・4152�
南大沢☎678・3100�
元八王子☎624・8300

教育センター�
☎664・6949

東浅川保健福祉センター�
☎667・1331、FAX667・7829�
予約は電話、またはファック�
スで�

南大沢保健福祉センター�
☎679・2205、FAX679・2214�
予約は電話、またはファック�
スで�

大横福祉センター�
☎625・6501、FAX627・5927�
予約は電話、またはファック�
スで�

総合教育�
相談室�

こども電話�
相談�

心の相談室�

子ども家庭�

HIVに関する�
相談・抗体検査�

健　康�

保健・福祉�

健　康�

健　康�

保健・福祉�

女
性
の
た
め
の
�

�
市民団体など�
●関連団体の催し�
★レクリエーション研究大会　【内】
シンポジウム、講習会　【日】1月20日午
前10時～午後3時　【会】クリエイトホー
ル5階ホール　【定】先着200名　【費】
500円　【申】電話でレク協☎656・0901�
●そのほかの団体の催し�
★スクエアダンス初心者講習会　【日】
2月19日～6月24日毎週火曜日の午前10
時～正午　【会】川口市民センターなど
【費】月1,000円　【申】電話で八王子スク
エアダンスクラブやまゆり

★豪州に派遣する日本語アシスタン
トの募集説明会　【対】20歳～おおむ
ね70歳の方　【日】1月26日午後2時～
3時30分　【会】学園都市センター（八
王子スクエアビル内）　【定】先着19
名　【申】電話で日豪人物及び文化
交流協議会
★こころのバリアフリー八王子市民
講座　【対】15歳以上の方　【内】医
師による講演と相談会など　【日】2月2
日午前11時～午後5時30分　【会】八
王子労政会館（明神町三丁目）　【定】
先着200名　【費】500円　【申】電話
で日本ウェルネット

★講演会「八王子とバイオマスエネ
ルギー」　【日】1月19日午後1時30
分～3時　【会】クリエイトホール第2学
習室　【定】先着63名　【問】エコ・ネッ
トワーク八王子
★越中五箇山と八尾の盆踊り　【日】
1月14日午後1～4時　【会】クリエイトホー
ル5階ホール　【申】電話でBON2001

★フリーマーケット　【日・会】1月20
日…富士森公園、27日…南大沢中郷
公園　【時】午前9時～午後3時　【問】
フリーマーケット主催団体協議会

路上喫煙禁止地区を拡大・新設、後期高齢者医療制度の説明会を開催、人事行政の運営などの状況を公表　など�
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▲本市の至宝ともいえる八王子車人形　�

歴�

史�

の�

散�

歩�

道�

古紙配合率100%再生紙を使用しています�
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70

■天気解説情報�
八王子市天気相談所�
☎626・0177（テレホンサービス）�

　　　住民基本台帳　前月比　�
世帯数　236,078　 + 162�
人口（男）　274,685　 + 140�
　　（女）　269,156　 + 148
　　計　543,841　 + 288　

　　　 外国人登録　�
人口（男）　3,763�
　　（女）　4,674�
　　計　8,437

世帯と人口（平成19年12月1日現在）�

　　　　　　 大正6年、市制施
行を記念して、制定したものです。�

　
説
経
浄
瑠
璃
と
い
う
語
り
物
に
あ
わ
せ
て

操
る
人
形
が
、ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の
よ
う

に
表
情
豊
か
に
躍
動
す
る
、そ
れ
が
人
形
芝

居
で
あ
る
。�

　
八
王
子
車
人
形
も
こ
う
し
た
伝
統
人
形

芝
居
の
一
つ
。3
人
が
操
っ
て
い
た
人
形
を「
ろ

く
ろ
車
」と
呼
ば
れ
る
車
輪
の
つ
い
た
箱
に

腰
掛
け
て
、一
人
で
操
れ
る
よ
う
に
し
た
と

こ
ろ
が
特
徴
で
、江
戸
時
代
末
期
に
山
岸
柳

吉（
初
代
西
川
古
柳
）に
よ
り
考
案
さ
れ
た
。�

　
明
治
時
代
、車
人
形
は
八
王
子
や
そ
の
周

辺
の
村
で
上
演
さ
れ
、早
稲
田
大
学
教
授
の

坪
内
逍
遥
や
民
俗
学
者
の
折
口
信
夫
の
目
に

と
ま
る
ほ
ど
、八
王
子
の
娯
楽
芸
能
と
し
て

発
展
を
遂
げ
た
。し
か
し
時
は
流
れ
、大
衆

の
娯
楽
が
多
様
化
す
る
中
で
、娯
楽
芸
能
は

衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ
た
が
、伝
統
の
技
を

絶
や
さ
ぬ
よ
う
西
川
古
柳
座
は
活
動
を
続

け
た
。こ
う
し
た
努
力
が
実
を
結
び
、昭
和

37
年（
1
9
6
2
）都
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、さ
ら
に
平
成
8
年（
1
9
9
6
）に
は
、国
・

記
録
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
選
ば
れ
た
。�

　
今
や
東
京
を
代
表
す
る
伝
統
芸
能
に
発

展
し
た
八
王
子
車
人
形
。こ
う
し
た
芸
能
が

息
づ
い
て
い
る
こ
と
に
本
市
の
底
力
を
見
る

思
い
が
す
る
。�

（
文
化
財
課
学
芸
員
）�

■市政へのご意見・ご提案�
広聴広報室（広聴担当）�
☎620‐7411、FAX620‐7322�
■発行�
八王子市�
（〒192‐8501 元本郷町三丁目24番1号）�

■編集�
広聴広報室（広報担当）�
☎620‐7228、FAX626‐3858�
※広報「はちおうじ」は毎月1日�
と15日に発行しています。�
�

　
　
　
�

新
し
い
門
出
を
祝
っ
て
�

　正月の風物詩の一
つ、消防の祭典「出初
式」。一斉放水など日
ごろの訓練の成果を披
露します。�
内容　市消防団員に
よる分列行進、八王
子消防記念会の「木
遣（きやり）行進」と
「はしご乗り」の実演、
市消防団音楽隊の
演奏、八王子消防
署によるはしご車の演技など�

日時　1月13日（日）午前9時～11時30分�
会場　浅川河川敷広場（元本郷町四丁目）�
問い合わせ　防災課（☎620・7208、FAX621・1298）へ�
※当日午前7時に、市内89か所の消防器具置場でサ
イレンを鳴らします。火災などとお間違えのないように
ご注意ください。また、来場の際は駐車場の利用台数
に限りがありますので、バスなどの公共交通機関のご
利用を。�

▲色鮮やかな一斉放水�

　
成
人
を
迎
え
た
方
の
前
途
を
祝
し
て
、成
人
の
日

に
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
。�

対
象
　
昭
和
62
年
4
月
2
日
〜
63
年
4
月
1
日
に

生
ま
れ
た
方
�

内
容
　
式
典
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
�

日
時
　
1
月
14
日
（祝）
午
前
10
〜
11
時
、正
午
〜
午
後

1
時（
都
合
の
良
い
方
に
ご
出
席
を
。）�

会
場
　
市
民
会
館
�

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
総
務
課（
☎
6
2
0
・
7
3
�

3
3
、F
A
X
6
2
6
・
8
5
5
4
）へ
�

※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、来
場
の
際
に

は
招
待
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

▲さわやかな笑顔がいっぱい�

新
し
い
門
出
を
祝
っ
て
�

1月13日は消防団出初式�

八
王
子
車
人
形�

下
恩
方
町
1
5
6
6
番
地
�


